
特集

農業を持続可能に
決め手は微生物

1900年に16億5000万人だった世界の人口は2000年に61億人に達した。この人口増加を支えたのは、食料の飛躍的
な増産を可能にしたリンや窒素を材料とする化学肥料である。一方で、田畑での過剰な使用が環境汚染や土壌の酸
性化を招くなど、その陰の部分も明るみに出るようになった。しかも化学肥料を製造するには多大なエネルギーが必
要だ。その原料となる資源の枯渇も懸念されるようになっており、農業の持続可能性を考えると、このまま化学肥料に
依存するわけにはいかない。

そこで注目したいのが、肉眼では見えない生き物、微生物だ。微生物には大気中の窒素を固定して栄養分として利
用するものや、植物と共生し土壌から吸収した栄養分を植物に供給するものなど、さまざまな種類が存在する。

近年、想像していた以上に多くの微生物が存在するだけではなく、ある種の法則を持って集団を作り、植物
と関係を築いていることがわかってきた。その世界は未解明なことばかりだが、だからこそ農業の持続

可能性に向けて期待するところは大きい。その潜在能力を引き出そうとする研究者たちを紹介する。
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未解明な微生物の世界を探求し、その
潜在能力を引き出そうとする研究者た
ち。食料・エネルギー問題や資源枯渇
の解決に向け、化学肥料だけに頼らな
い農業の実現に挑む。
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表紙解説

特集

農業を持続可能に
決め手は微生物

植物に共生する菌根菌で
リン肥料を減らす
作物が窒素固定する時代に向けて
酵素のエベレストに挑戦
微生物界の「キーパーソン」を
農業に役立てる

究極の速さを求めて
「飛ぶ光」を撮る超高速カメラ

数字に見る科学と未来　Vol.1
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「冬眠」が起きる未知のメカニズムに挑む
さきがける科学人

北海道大学 低温科学研究所生物環境部門
教授　山口良文
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洪水で沈むと背を伸ばす
「浮きイネ」の仕組みと起源を解明　ほか
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